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第９期 

運 用 報 告 書 (全 体 版 ) 

 

JPX日経400プラスにいがた・アクティブ 
（愛称 匠の逸品） 

 

【2018年10月５日決算】 

 

受益者の皆様へ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。

皆様の「JPX日経400プラスにいがた・アクティブ（愛

称 匠の逸品）」は、2018年10月５日に第９期決算を

迎えましたので、期中の運用状況ならびに決算のご報

告を申し上げます。 

今後とも、一層のご愛顧を賜りますようお願い申し

上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 2014年４月24日から2024年４月５日までです。 

運 用 方 針 

主として、わが国の金融商品取引所上場（上

場予定を含みます。）株式のうち、JPX日経イ

ンデックス400の構成銘柄（銘柄入替時の予

定銘柄を含みます。）および新潟県関連企業

の株式に投資を行い、投資信託財産の成長

を目指して運用を行います。 

主 要 投 資 

対 象 

わが国の金融商品取引所上場（上場予定を

含みます。）株式を主要投資対象とします。 

投 資 制 限 

株式（新株引受権証券および新株予約権証

券を含みます。）への投資割合には制限を設

けません。 

外貨建資産への投資は行いません。 

分 配 方 針 

毎年４月５日および10月５日（それぞれ休

業日の場合は翌営業日）に決算を行い、原則

として、以下の方針に基づき収益分配を行

います。 

分配対象収益の範囲は、繰越分を含めた経

費控除後の配当等収益と売買益（評価益を

含みます。）等の全額とします。 

分配金額は、委託会社が分配可能額、基準価

額水準等を勘案して決定します。 

分配可能額が少額の場合や基準価額水準に

よっては、収益分配を行わないことがあり

ます。 
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JPX日経400プラスにいがた・アクティブ（愛称 匠の逸品） 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 JPX日経インデックス400 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（参考指数） 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 百万円 

５期(2016年10月５日) 9,884 0 △ 4.2 12,061.49 5.4 90.1 － 3,214 

６期(2017年４月５日) 10,692 200 10.2 13,470.70 11.7 95.4 － 8,591 

７期(2017年10月５日) 11,475 200 9.2 14,860.37 10.3 94.1 － 4,657 

８期(2018年４月５日) 11,563 200 2.5 15,268.80 2.7 94.2 － 4,247 

９期(2018年10月５日) 11,622 200 2.2 15,883.20 4.0 93.6 － 3,583 
 

（注） 基準価額および分配金（税引前）は１万口当たり、基準価額の騰落率は分配金（税引前）込み。 

（注） JPX日経インデックス400は当ファンドの参考指数であり、ベンチマークではありません。 

（注） 株式先物比率＝買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 JPX日経インデックス400 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 

2018年４月５日 11,563 － 15,268.80 － 94.2 － 

４月末 11,806 2.1 15,712.78 2.9 95.8 － 

５月末 11,628 0.6 15,449.70 1.2 93.6 － 

６月末 11,562 △0.0 15,312.40 0.3 95.1 － 

７月末 11,636 0.6 15,499.78 1.5 96.1 － 

８月末 11,479 △0.7 15,332.17 0.4 96.1 － 

９月末 12,076 4.4 16,096.04 5.4 94.6 － 

(期  末)       

2018年10月５日 11,822 2.2 15,883.20 4.0 93.6 － 
 

（注） 期末基準価額は１万口当たり分配金（税引前）込み、騰落率は期首比。 

 

・「JPX日経インデックス400」は、株式会社日本取引所グループ及び株式会社東京証券取引所（以下、総称して「JPXグループ」といいます。）並びに

株式会社日本経済新聞社（以下、「日経」といいます。）によって独自に開発された手法によって算出される著作物であり、「JPXグループ」及び「日

経」は、「JPX日経インデックス400」自体及び「JPX日経インデックス400」を算定する手法に対して、著作権その他一切の知的財産権を有しています。 

・「JPX日経インデックス400」を示す標章に関する商標権その他の知的財産権は、全て「JPXグループ」及び「日経」に帰属しています。 

・当ファンドは、投資信託委託業者等の責任のもとで運用されるものであり、「JPXグループ」及び「日経」は、その運用及び当ファンドの取引に関し

て、一切の責任を負いません。 

・「JPXグループ」及び「日経」は、「JPX日経インデックス400」を継続的に公表する義務を負うものではなく、公表の誤謬、遅延又は中断に関して、

責任を負いません。 

・「JPXグループ」及び「日経」は、「JPX日経インデックス400」の構成銘柄、計算方法、その他「JPX日経インデックス400」の内容を変える権利及び

公表を停止する権利を有しています。 
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JPX日経400プラスにいがた・アクティブ（愛称 匠の逸品） 

  

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 参考指数は、JPX日経インデックス400です。 

（注） 分配金再投資基準価額および参考指数は、期首（2018年４月５日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 
当ファンドにおける主なプラス要因およびマイナス要因は以下の通りです。 

 

（主なプラス要因） 

・業種配分では、卸売業、機械、電気機器などが基準価額にプラスに寄与しました。 

・個別銘柄では、ソフトバンクグループ、ソニー、ＴＤＫなどが基準価額にプラスに寄与しました。 

 

（主なマイナス要因） 

・業種配分では、銀行業、食料品、輸送用機器などが基準価額にマイナスに影響しました。 

・個別銘柄では、ブルボン、アサヒグループホールディングス、アークランドサカモトなどが基準価額にマイナスに

影響しました。 
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JPX日経400プラスにいがた・アクティブ（愛称 匠の逸品） 

  
国内株式市場は、北朝鮮情勢に対する懸念の後退や国内上場企業の良好な決算などを背景に、2018年５月中旬に

かけて上昇しました。その後は、米中貿易摩擦の激化や相次ぐ自然災害による実体経済への懸念が高まり、９月上旬

にかけて軟調な展開となりました。期末にかけては、新興国の通貨安不安の後退や米国における良好な景気指標の

発表などを背景に海外株式市場が上昇したことや、為替市場において円安ドル高が進行し企業業績の拡大期待が高

まったことなどから、国内株式市場は大きく上昇しました。 

 

  
当ファンドの運用につきましては、ＲＯＥ（自己資本利益率）の水準、方向性、変化等に着目し、銘柄選別を行い

ました。 

新潟県本社銘柄では、競争激化に加え、人件費の上昇による業績伸び悩みが懸念されたことなどから、アークラ

ンドサカモトなどの組入比率を引き下げました。 

ＪＰＸ日経インデックス400構成銘柄では、中期的な利益成長性やＲＯＥ向上余地などに着目し、銘柄選別を行い

ました。ゲームや映画などの中期的な事業拡大が期待されたソニーなどを新規に組み入れた一方、今後の業績拡大

余地が限定的と判断したＳＭＣなどを売却しました。 

 

  
当ファンドは特定のベンチマークを設けておりません

が、分配金も考慮した当ファンドの基準価額の騰落率は、

参考指数としているＪＰＸ日経インデックス400の騰落率

を1.8％下回りました。詳細につきましては前掲の「基準

価額の主な変動要因」をご参照ください。 

 

 

 

  

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 

（注） 参考指数は、JPX日経インデックス400です。 
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JPX日経400プラスにいがた・アクティブ（愛称 匠の逸品） 

  
当ファンドは、毎年４月５日および10月５日（それぞれ休業日の場合は翌営業日）に決算を行い、繰越分を含めた

経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等の全額を分配対象収益として、分配可能額、基準価額水

準等を勘案のうえ分配金額を決定します。 

当期の分配につきましては、１万口当たり200円（税引前）とさせていただきました。なお、収益分配に充てなかっ

た留保益につきましては、運用の基本方針と同一の運用を行ってまいります。 

 

 （単位：円、１万口当たり・税引前） 

項 目 
第９期 

2018年４月６日～ 
2018年10月５日 

当期分配金 200  

(対基準価額比率) 1.692％ 

 当期の収益 200  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 2,840  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  
国内株式市場は、堅調に推移すると予想します。円安ドル高の進行による企業業績の拡大期待などが株価を押し

上げる材料になると考えます。ただ、米中貿易摩擦など国際情勢の不透明感などから、短期的に値動きが荒くなる局

面があると考えられます。 

当ファンドにおける投資候補銘柄の選定にあたっては、主に資本の効率的活用を測る指標であるＲＯＥの水準、

方向性、変化等に着目します。ポートフォリオの構築にあたっては、定量分析、定性分析、バリュエーション、業種

別比率等を勘案して行います。 

当ファンドの運用におきましては、引き続き中期的にＲＯＥの向上余地が大きいと見られる銘柄への選別投資を

行う方針です。一方、株価の割安感が乏しくなったと考えられる銘柄や業績の先行きに対する懸念が高まったと考

えられる銘柄などは売却する方針です。 

 
※文中の投資行動は、個別銘柄の売買等いかなる投資行動も推奨するものではありません。 
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JPX日経400プラスにいがた・アクティブ（愛称 匠の逸品） 

○１万口当たりの費用明細 (2018年４月６日～2018年10月５日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 98  0.834  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 48)  (0.406)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 48)  (0.406)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  3)  (0.022)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 23   0.194   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 23)  (0.194)   

（c） そ の 他 費 用 1   0.006   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.005)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000)  その他は、金銭信託支払手数料 

 合 計 122   1.034    

期中の平均基準価額は、11,697円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額において基準価額は円未満切捨て、その他は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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JPX日経400プラスにいがた・アクティブ（愛称 匠の逸品） 

○売買及び取引の状況 (2018年４月６日～2018年10月５日) 

○売買及び取引の状況とは、ファンドが購入・売却した有価証券の数量および金額です。 
 

 

 

 
買 付 売 付 

株 数 金 額 株 数 金 額 

国 

内 

 千株 千円 千株 千円 
上場 717 2,575,929 1,246 3,317,475 
 (△  5) (       －)

 
（注） 金額は受渡代金。 

（注） 単位未満は切捨て。 

（注） ( )内は株式分割、予約権行使、合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。 

 

○株式売買比率 (2018年４月６日～2018年10月５日) 

 

項 目 当 期 

(a) 期中の株式売買金額 5,893,405千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 3,815,426千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.54   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2018年４月６日～2018年10月５日) 

 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 2,575 734 28.5 3,317 1,522 45.9 

 
 
 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 7,762千円 
うち利害関係人への支払額（B） 2,672千円 

（B）／（A） 34.4％   
 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは岡三証
券です。 
 
  

株式 

利害関係人との取引状況 
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JPX日経400プラスにいがた・アクティブ（愛称 匠の逸品） 

○組入資産の明細 (2018年10月５日現在) 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

水産・農林業（0.6％）    

日本水産 － 30 21,390 

鉱業（1.6％）    

国際石油開発帝石 40 37.4 53,332 

建設業（4.8％）    

第一建設工業 8.2 7.6 13,148 

大成建設 5 － － 

田辺工業 51.4 46.1 41,674 

植木組 4.4 4.1 10,881 

福田組 5.6 5.2 28,964 

大和ハウス工業 11.3 － － 

協和エクシオ 10 20 65,200 

食料品（3.4％）    

ブルボン 23.6 16.3 38,321 

亀田製菓 5 6.5 34,190 

岩塚製菓 3.2 2.9 13,905 

アサヒグループホールディングス 21 － － 

一正蒲鉾 12.7 11.8 12,083 

サトウ食品工業 6.9 4 15,760 

パルプ・紙（1.1％）    

北越コーポレーション 61.3 57.3 35,812 

化学（6.8％）    

信越化学工業 6 － － 

積水化学工業 14.2 － － 

ポラテクノ 1.4 1.3 978 

資生堂 22.9 12 97,008 

有沢製作所 44.1 14.1 13,719 

ユニ・チャーム － 33.7 117,882 

医薬品（7.2％）    

協和発酵キリン 20 － － 

塩野義製薬 － 9.3 69,731 

中外製薬 － 12.1 85,184 

エーザイ － 8 87,280 

参天製薬 11.8 － － 

ガラス・土石製品（－％）    

太平洋セメント 6.7 － － 

鉄鋼（1.8％）    

ジェイ エフ イー ホールディングス － 23.4 60,418  

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

北越メタル 0.6 0.5 631 

非鉄金属（0.6％）    

平河ヒューテック 13 12.1 20,799 

金属製品（2.7％）    

コロナ 63.8 53.6 65,981 

ダイニチ工業 32.2 30.1 24,471 

機械（5.1％）    

太陽工機 13.8 11.5 41,802 

ＳＭＣ 2 － － 

クボタ 7.4 － － 

北越工業 85 46.8 59,857 

ダイキン工業 3.1 4.6 68,586 

電気機器（10.7％）    

日立製作所 52 － － 

日本電産 8.9 4.4 68,816 

ソニー － 26.2 172,815 

ＴＤＫ 10 6.2 70,184 

キーエンス 1.4 － － 

ツインバード工業 80.6 74.8 47,946 

ＳＣＲＥＥＮホールディングス 7.5 － － 

キヤノン 8.6 － － 

輸送用機器（3.8％）    

デンソー 17 － － 

いすゞ自動車 － 30 51,945 

本田技研工業 25.2 － － 

スズキ 15.1 8.2 50,840 

日本精機 25.3 11.9 25,430 

精密機器（－％）    

テルモ 4.5 － － 

ＨＯＹＡ 6.2 － － 

その他製品（5.1％）    

スノーピーク 0.2 0.1 178 

バンダイナムコホールディングス 5.7 8.4 34,944 

遠藤製作所 106.1 84.8 60,547 

任天堂 － 1.8 74,124 

電気・ガス業（0.0％）    

東京瓦斯 9.3 － － 
 

国内株式 
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銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

北陸瓦斯 0.2 0.1 305 

陸運業（2.5％）    

新潟交通 1.8 1.6 3,200 

西日本旅客鉄道 5.1 － － 

東海旅客鉄道 2.5 － － 

近鉄グループホールディングス 8 － － 

ヤマトホールディングス － 23.4 80,402 

海運業（0.0％）    

佐渡汽船 1.8 1.6 406 

空運業（－％）    

日本航空 6.6 － － 

倉庫・運輸関連業（0.2％）    

リンコーコーポレーション 2.8 2.8 5,289 

情報・通信業（8.5％）    

トレンドマイクロ 3.1 7.4 51,652 

新潟放送 3.9 3.6 3,506 

日本電信電話 20.4 － － 

ＮＴＴドコモ － 40 118,800 

ソフトバンクグループ 7.1 10.1 111,857 

卸売業（5.4％）    

双日 213.6 125 52,125 

伊藤忠商事 21.3 － － 

三井物産 40.4 － － 

三菱商事 15.8 35.8 129,488 

小売業（7.4％）    

ハードオフコーポレーション 26.2 21.7 20,788 

オーシャンシステム 4 3.7 3,492 

ドンキホーテホールディングス 15 － － 

トップカルチャー 29 11.5 4,818 

コメリ 15.2 7.6 19,927 

アクシアル リテイリング 10.5 9.8 39,641 

イオン － 31.8 85,605 

アークランドサカモト 39 17.7 26,833 

ニトリホールディングス 3.2 － － 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

ファーストリテイリング 1 0.8 46,200 

銀行業（6.0％）    

第四北越フィナンシャルグループ － 19.65 93,239 

三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 128.8 － － 

りそなホールディングス 48.7 91.1 59,479 

三井住友トラスト・ホールディングス － 3.7 17,497 

三井住友フィナンシャルグループ 6.5 － － 

第四銀行 4 － － 

北越銀行 34.3 － － 

みずほフィナンシャルグループ 133.2 － － 

大光銀行 15.5 13.1 31,073 

証券、商品先物取引業（2.6％）    

ＳＢＩホールディングス 10 9.3 31,387 

松井証券 － 46.8 55,926 

保険業（3.8％）    

ソニーフィナンシャルホールディングス － 15 39,075 

第一生命ホールディングス 10.6 20 48,940 

東京海上ホールディングス 6.6 6.8 38,202 

その他金融業（－％）    

オリックス 30.6 － － 

不動産業（－％）    

三井不動産 23.1 － － 

サービス業（8.3％）    

エムスリー 5 19.3 45,934 

セコム上信越 4.6 4.3 14,749 

オリエンタルランド 2.9 4.9 55,688 

キタック 16.6 15.5 6,091 

リクルートホールディングス － 28 103,432 

スプリックス － 14.1 42,173 

三協フロンテア 4.2 2.8 10,080 

合 計 
株 数 ・ 金 額 1,983 1,449 3,354,074 

銘柄数＜比率＞ 91 74 ＜93.6％＞ 
 

（注） 銘柄欄の( )内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比率。

（注） 合計欄の＜ ＞内は、純資産総額に対する評価額の比率。 

（注） 評価額の単位未満は切捨て。 
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○投資信託財産の構成 (2018年10月５日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

株式 3,354,074 90.9 

コール・ローン等、その他 333,845 9.1 

投資信託財産総額 3,687,919 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切捨て。 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2018年10月５日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 3,687,919,433   

 コール・ローン等 310,582,268   

 株式(評価額) 3,354,074,440   

 未収配当金 23,262,725   

(B) 負債 104,201,743   

 未払収益分配金 61,668,849   

 未払解約金 8,572,751   

 未払信託報酬 33,739,320   

 未払利息 381   

 その他未払費用 220,442   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 3,583,717,690   

 元本 3,083,442,490   

 次期繰越損益金 500,275,200   

(D) 受益権総口数 3,083,442,490口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,622円 
 

（注） 計算期間末における１口当たりの純資産額は、1.1622円です。

（注） 当ファンドの期首元本額は3,672,954,971円、期中追加設定元

本額は21,719,710円、期中一部解約元本額は611,232,191円です。

○損益の状況 (2018年４月６日～2018年10月５日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 30,119,636   

 受取配当金 30,136,225   

 受取利息 276   

 その他収益金 44,334   

 支払利息 △     61,199   

(B) 有価証券売買損益 83,603,944   

 売買益 339,481,990   

 売買損 △255,878,046   

(C) 信託報酬等 △ 33,965,731   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 79,757,849   

(E) 前期繰越損益金 272,722,834   

(F) 追加信託差損益金 209,463,366   

 (配当等相当額) (  585,081,405)  

 (売買損益相当額) (△375,618,039)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 561,944,049   

(H) 収益分配金 △ 61,668,849   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 500,275,200   

 追加信託差損益金 209,463,366   

 (配当等相当額) (  585,081,405)  

 (売買損益相当額) (△375,618,039)  

 分配準備積立金 290,811,834   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は、期末の評価換えに

よるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定した価額から元本を差し引いた差額分を

いいます。 

（注） 収益分配金 

決算期 第９期 

(a) 配当等収益(費用控除後) 21,125,510円 

(b) 有価証券等損益額(費用控除後、繰越欠損金補填後) 58,632,339円 

(c) 信託約款に規定する収益調整金 585,081,405円 

(d) 信託約款に規定する分配準備積立金 272,722,834円 

 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 937,562,088円 

 分配対象収益(１万口当たり) 3,040円 

 分配金額 61,668,849円 

 分配金額(１万口当たり) 200円 
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用語解説 
○資産、負債、元本及び基準価額の状況は、期末における資産、負債、元本及び基準価額の計算過程を表しています。
主な項目の説明は次の通りです。 

項 目 説 明 

資産 ファンドが保有する財産の合計です。 
コール・ローン等 金融機関向けの安全性の高い短期貸付運用などの残高です。 
各種有価証券等(評価額) 組入れた株式・債券・ファンドなどの評価金額です。 
未収入金 入金が予定されている有価証券の売却代金などです。 
未収配当金 入金が予定されている株式の配当金等です。 

未収利息 
入金が予定されているコール・ローン等の利息や債券の利息
の合計です。 

負債 支払いが予定されている金額の合計です。 
未払収益分配金 期末時点で支払いが予定されている収益分配金です。 
未払解約金 支払いが予定されている解約金です。 
未払信託報酬 支払いが予定されている信託報酬の額です。 
その他未払費用 支払いが予定されている監査費用、その他の費用です。 

純資産総額(資産－負債) 
ファンドが保有する財産の合計から支払いが予定されてい
る金額の合計を差し引いたものです。 

元本 ファンド全体の元本残高です。 

次期繰越損益金 
純資産総額と元本の差額(翌期に繰り越す損益金の合計額)
です。 

受益権総口数 受益者が保有する受益権口数の合計です。 
1(万)口当たり基準価額 1(万)口当たりのファンドの時価です。 

 

用語解説 
○損益の状況は、期中にファンドがどのような収益や損失を計上したかを表しています。主な項目の説明は次の通り
です。 

項 目 説 明 

配当等収益 ファンドが受取った配当金・利息等の合計です。 
受取配当金 保有する株式等の配当金等です。 
受取利息 債券、コール・ローン等の利息等です。 

有価証券売買損益 有価証券の売買損益と期末の評価損益の合計額です。 
売買益 売買益と期末評価益の合計です。 
売買損 売買損と期末評価損の合計です。 

信託報酬等 
信託報酬のほか保管費用、監査費用、その他の費用と、それ
らに掛かる消費税等相当額です。 

当期損益金 当期における収支合計です。 

前期繰越損益金 
前期分の分配準備積立金と繰越損益金の合計額から当期中
の解約に対する持分を控除した金額です。 

追加信託差損益金 受益者がファンドに払い込んだ金額と元本との差額です。 
(配当等相当額) 配当等に相当する額です。 
(売買損益相当額) 売買損益に相当する額です。 

計 収益分配前の期中の収支の総合計です。 
収益分配金 期中の分配可能額から受益者に支払われる分配金です。 
次期繰越損益金 翌期に繰り越す損益金の合計です。 
追加信託差損益金 翌期に繰り越す追加信託差損益金です。 
(配当等相当額) 配当等に相当する額です。 
(売買損益相当額) 売買損益に相当する額です。 
分配準備積立金 翌期に繰り越す分配準備積立金の額です。 
繰越損益金 翌期に繰り越す損益金の額です。 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税引前） 200円 

支払開始日 2018年10月12日（金）までの間に支払いを開始します。 

お支払場所 取得申込みを取扱った販売会社の本支店 
 
 
 

<お知らせ> 
該当事項はございません。 

 


